
２．医療保険

保険料（約１割） 公費（５割）

前期
高齢者

　65歳

（注）加入者数は、国の令和４年度予算ベースの数値
【出典】厚生労働省ホームページ

後期高齢者支援金（約４割）

（国保・被用者保険から）

後期
高齢者

　75歳

　（１）医　療　保　険　制　度　の　概　要

国民健康保険

（市町村・国保組合が運営）
約2,850万人

後期高齢者医療制度（各都道府県広域連合が運営）

約1,890万人

保険者間の財政調整（前期高齢者加入割合の偏在を是正）
約1,590万人

（内訳：国保約1,170万人、協会けんぽ約310万人、健保組合約100万人、共済組合約20万人）

◎ 公　費　　50％

 ・国　41％

　（定率負担金32％、調整交付金9％）

 ・県　 9％

◎ 保険料　　50％

被用者保険

（協会けんぽ約3,930万人、健康保険組合
約2,830万人、共済組合約910万人）

　　国　　4/6
　　県　　1/6
市町村　1/6

前期交付金

退職者交付金

退職者医療制度

（経過措置）

Ⅱ２（１）
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（２）国民健康保険

ア 制度の概要

国民健康保険は、被用者保険の対象とならない農林漁業従事者等を対象とする医療保険と

して昭和 13年に創設されました。（当初は任意加入）

昭和 36 年には、国民皆保険達成の基盤としての役割を果たし（強制加入となる。）、更に

昭和 40年から被保険者全員に７割給付を実施するなど、その事業内容は著しく向上しまし

た。

その後、昭和 58 年２月に老人保健法が施行され、昭和 59 年 10 月には退職医療制度が、

また、平成 20 年４月からは後期高齢者医療制度が創設されました。

高知県内では、34 市町村及び１国保組合（同種の業務に従事する者で組織する。高知県

医師国保組合の１組合）の計 35 団体（令和４年３月末現在）が保険者となって運営して

います。

平成 27 年（2015 年）に持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一

部を改正する法律が公布、平成 30年（2018 年）4月から施行され、都道府県が国保の財政

運営の責任主体として、市町村とともに国保の保険者となりました。

イ 被保険者の状況（市町村国保）

県人口と同じように、国保の世帯数、被保険者数とも年々減少しています。現在の市町村

国保に占める県民の加入割合は、約 24％となっています。

年齢構成では、全国と比べて 20 代～40 代の割合が少なく、60 代以上の割合が高くなって

います。

○世帯数・被保険者数の推移（各年度末現在）

○被保険者の年齢構成（R2.9 月末現在） （単位：人）

27

28

29

30

元

2

高知県

被保険者数（人）

前年度比 前年度比 前年度比 総人口比

120,418 722,676 186,192 97.8% 7,486 68.5% 193,678 96.2% 26.8%

116,605 715,374 180,486 96.9% 4,380 58.5% 184,866 95.5% 25.8%

113,117 708,182 175,402 97.2% 1,911 43.6% 177,313 95.9% 25.0%

110,371 700,059 170,577 97.2% 515 26.9% 171,092 96.5% 24.4%

107,785 691,989 165,297 96.9% 20 3.9% 165,317 96.6% 23.9%

107,743 686,374 163,833 99.1% 0 0.0% 163,833 99.1% 23.9%

年
度国保

世帯数
総人口
（人） 一般

（若人）
退職 計

計 9歳以下 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳

全　国 26,477,963 1,024,673 1,348,622 1,771,657 2,082,570 2,899,204 3,104,157 2,442,941 4,938,487 6,865,652

高知県 165,387 6,013 8,273 7,391 11,008 17,169 19,258 17,322 33,126 45,827

全国 100% 3.9% 5.1% 6.7% 7.9% 10.9% 11.7% 9.2% 18.7% 25.9%

高知県 100% 3.6% 5.0% 4.5% 6.7% 10.4% 11.6% 10.5% 20.0% 27.7%

構成比
全国比較

－ 93.9% 98.2% 66.8% 84.6% 94.8% 99.3% 113.5% 107.4% 106.9%

【出典】令和2年度国民健康保険実態調査

被保険
者数

構成割合



Ⅱ2(2)ウ

ウ 医療費の状況（市町村国保）

令和２年度における国保の医療費は、724 億 5,856 万円で、前年度（744 億 8,534 万円）に

比べて 2.7％減少しています。

一般は 724 億 5,816 万円（2.6％減）、退職が 40 万円（99.5％減）となっています。

被保険者一人当たりの医療費は、436,500 円で、前年度 439,366 円に比べて 0.7％減少して

います。

一般は 436,500 円（0.7％減）、退職が 402,276 円（29.0％増）となっています。

○医療費の推移

○一人当たり医療費の推移 （金額：円）

表４　医療費の推移 　(単位：千円)

【出典】国民健康保険事業状況報告書（事業年報）

全　　体 一　般（若　人） 退　　職

前年度比 前年度比 前年度比

27 81,012,980 101.6% 77,060,094 103.2% 3,952,886 78.5%

28 78,589,298 97.0% 75,991,552 98.6% 2,597,746 65.7%

29 76,749,782 97.7% 75,321,548 99.1% 1,428,234 55.0%

30 75,672,954 98.6% 75,150,534 99.8% 522,420 36.6%

元 74,485,347 98.4% 74,404,896 99.0% 80,451 15.4%

2 72,458,569 97.3% 72,458,167 97.4% 402 0.5%

年　度

【出典】国民健康保険事業状況報告書（事業年報）

　※1人当たり医療費は、各年度における年間総医療費を年度平均被保険者数で除したもの。

全　　　体 一　　般（若　人） 退　　　職

前年度比 全国比 順位 前年度比 全国比 順位 前年度比 全国比 順位

26 386,318 106.4% 115.9% 9 385,394 106.8% 116.6% 9 400,560 102.9% 102.3% 16

27 406,635 105.3% 116.3% 8 405,941 105.3% 116.9% 8 420,654 105.0% 102.3% 17

28 411,083 101.1% 116.5% 8 410,583 101.1% 116.8% 8 426,279 101.3% 103.9% 15

29 420,471 102.3% 116.1% 8 419,991 102.3% 116.3% 8 447,442 105.0% 104.8% 16

30 430,209 102.3% 116.9% 8 430,233 102.4% 117.0% 8 426,814 95.4% 96.2% 26

元 439,366 102.1% 115.9% 8 439,561 102.2% 116.0% 8 311,828 73.1% 68.4% 26

2 436,500 99.3% 116.2% － 436,500 99.3% 116.2% － 402,276 129.0% 8.5% －

年　度
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エ 保険料（税）の状況 （市町村国保）

令和２年度の被保険者一人当たりの保険料（税）調定額は、前年度より 0.4％減の 89,082

円、一世帯当たりでは、前年度より 1.2％減の 136,108 円となっており、全国平均に比べて約

９割の額で推移しています。全国と比べて、一人当たり所得が低く、所得に占める保険料（税）

の割合が高くなっています。

保険料の収納率は、令和２年度は 95.61％で、全国平均を約２ポイント上回っています。

○調定額・収納率の推移 （単位：円）

○一人当たりの所得の状況（旧ただし書き所得、単位：円） ○所得に占める保険料の割合

○保険料（税）軽減世帯数状況 （単位：円）

27

28

29

30

元

2

【出典】国民健康保険事業状況報告書（事業年報） ※収納率は居所不明分の調定額を除いて算出。

高　　知　　県 全　　　国

１人当たり調定額 １世帯当たり調定額 １人当たり調定額 １世帯当たり調定額

金　額 前年比 全国比 金　額 前年比 全国比 金　額 前年比 金　額 前年比

84,740 ― 92.0% 137,151 ― 90.0% 93.36% 92,124 ― 152,352 ― 90.95%

87,561 103.3% 93.0% 139,896 102.0% 91.5% 94.04% 94,140 102.2% 152,930 100.4% 91.45%

90,414 103.3% 94.9% 142,538 101.9% 93.9% 94.69% 95,239 101.2% 151,767 99.2% 91.92%

87,010 96.2% 91.2% 135,677 95.2% 90.7% 95.02% 95,391 100.2% 149,620 98.6% 92.45%

89,460 102.8% 92.4% 137,727 101.5% 92.1% 95.07% 96,854 101.5% 149,515 99.9% 92.96%

89,082 99.6% 92.2% 136,108 98.8% 92.2% 95.61% 96,625 99.8% 147,591 98.7% 93.65%

年
度 収納率 収納率

27 27 27

28 28 28

29 29 29

30 30 30

元 元 元

2 2 2
【出典】国民健康保険実態調査

高　　知　　県 全国

１人当たり所得 １人当たり所得

金　額 前年比 全国比 金　額 前年比 割合 全国比 割合

466,931 102.2% 70.2% 665,036 98.4% 18.1% 131.0% 13.9%

502,298 107.6% 73.5% 683,355 102.8% 17.4% 126.5% 13.8%

518,510 103.2% 75.0% 690,913 101.1% 17.4% 126.5% 13.8%

508,333 98.0% 73.4% 692,761 100.3% 17.1% 124.3% 13.8%

530,581 104.4% 76.3% 695,023 100.3% 16.9% 121.0% 13.9%

509,243 96.0% 75.1% 678,254 97.6% 17.5% 122.8% 14.2%
【出典】国民健康保険実態調査　※所得（各年度の前年の所得）

年
度

年
度

年
度

高知県 全国

【出典】高知県：国民健康保険保険基盤安定負担金データ　全国：国民健康保険実態調査

※四捨五入の関係で構成割合計が100%にならない場合がある

軽減世帯

構成割合 構成割合 構成割合 構成割合

高知県 111,752 42,614 38.1% 18,541 16.6% 12,487 11.2% 38,110 34.1%

全　国 17,560,000 5,298,800 30.2% 2,483,300 14.1% 1,980,450 11.3% 7,797,450 44.4%

全国比較 － 126.4% 117.3% 99.1% 76.8%

高知県 109,259 41,430 37.9% 18,390 16.8% 12,367 11.3% 37,072 33.9%

全　国 17,339,900 5,118,300 29.5% 2,515,200 14.5% 2,005,600 11.6% 7,700,800 44.4%

全国比較 － 128.5% 116.0% 97.9% 76.4%

年　度 計 軽減無
7割軽減 5割軽減 2割軽減

令和元年度

令和２年度
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オ 財政の状況

平成 30年度から、県が財政運営の責任主体となり、市町村の保険給付に必要な費用は、県
からの保険給付費等交付金により賄うこととなりました。その財源は、65歳から 74歳まで
の前期高齢者の割合に応じて現役世代が加入する医療保険からの前期高齢者交付金、国が負

担する国庫負担（補助）金、県の一般会計からの繰入金等及び市町村から徴収する国民健康

保険事業費納付金によって構成されています。市町村は、国民健康保険事業費納付金を納付

するために、被保険者へ保険料（税）の賦課・徴収を行います。

令和２年度の県の決算は、単年度収支で約 36億円の黒字となっています。この黒字は後年
度の国民健康保険事業費納付金の年度間調整等に充てるため国民健康保険財政調整基金の積

立てに活用しました。一方、市町村の単年度実質収支は、１保険者が赤字となっています。

○高知県国保特別会計の収支の状況 （単位：千円）

○市町村国保特別会計の収支の状況 （単位：千円）

【出典】国民健康保険事業状況報告書（事業年報）

 ※　端数の関係上、各科目の合計額と合計欄の金額に差が生じる場合がある。

収　　　　入 支　　　　出

構成比 全国比 構成比 全国比

国 保 事 業 費 納 付 金 23,130,798 28.1% ― 総 務 費 31,358 0.1% ―

国 庫 支 出 金 25,291,090 30.7% ― 保 険 給 付 費 等 交 付 金 64,260,671 81.7% ―

（内　調整交付金） 7,710,893 9.4% ― 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 9,839,274 12.5% ―

療 養 給 付 費 交 付 金 0 0.0% ― 前 期 高 齢 者 納 付 金 18,032 0.1% ―

前 期 高 齢 者 交 付 金 28,865,387 35.1% ― 介 護 納 付 金 3,530,506 4.5% ―

特別 高額 医療 費共 同事 業交 付金 117,730 0.1% ― 保 健 事 業 費 12,466 0.1% ―

繰 入 金 4,809,792 5.8% ― 負 担 金 等 償 還 金 786,742 1.0% ―

保 険 給 付 費 等 交 付 金 返 還 金 26,164 0.1% ― そ の 他 141,402 0.2% ―

そ の 他 12,774 0.1% ―

合 計 82,253,736 100.0% ― 合 計 78,620,451 100.0% ―

単年度収支差 3,633,285

科目 金額 科目 金額

保険者数 金額 保険者数 金額
2 89,106,213 88,575,601 530,612 33 585,270 1 54,658

【出典】国民健康保険事業状況報告書（事業年報）

単年度実質収支
黒字 赤字年度 収入済額 支出済額 収支差引額
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（３）後期高齢者医療制度

ア 制度の概要

後期高齢者医療制度は、高齢者の医療費の負担を高齢者世代と現役世代で明確にし、公平

でわかりやすい制度とする観点から、原則 75歳以上の方を対象とした医療保険制度として、

平成 20 年４月からスタートしました。

この制度は、「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、都道府県ごとに設置している

広域連合が運営しており、高知県においては県内すべての市町村が加入する高知県後期高齢

者医療広域連合が主体となって、市町村と事務を分担しています。

イ 被保険者の状況

全国の被保険者数は、毎年増加しています。高知県も令和元年度までは増加していましたが、令

和２年度は減少しています。しかし、全国より高齢化が進んでいることから、総人口に占める割合

は、全国より約４％高くなっています。

年齢構成では、特に 85 歳以上の高齢者の割合が全国より高くなっています。

○被保険者数の推移（各年度末現在）

○被保険者の年齢構成（令和２年度末現在） （単位：人）

対前年度比 総人口比 対前年度比 総人口比

28 715,374 124,691 101.49% 17.43% 126,975 16,777,798 103.33% 13.21%

29 708,182 125,350 100.53% 17.70% 126,761 17,218,881 102.63% 13.58%

30 700,059 126,819 101.17% 18.12% 126,502 17,718,119 102.90% 14.01%

1 691,989 127,898 100.85% 18.48% 126,254 18,031,647 101.77% 14.28%

2 686,374 126,885 99.21% 18.49% 125,417 18,060,182 100.16% 14.40%

高知県　 全国

【出典】被保険者数：　厚労省『後期高齢者医療事業年報』

　　　　総人口：各年度末の翌日（4月1日）現在の総務省及び高知県統計分析課による人口推計

年度 総人口
（人）

被保険者数
（人）

総人口
（千人）

被保険者数
（人）

全国計 18,060,182 297,003 6,517,991 5,212,241 3,640,559 1,779,871 529,105 83,412

高知県 126,885 1,660 41,402 33,927 27,820 15,982 5,241 853

全国計 100% 1.64% 36.09% 28.86% 20.16% 9.86% 2.93% 0.46%

高知県 100% 1.31% 32.63% 26.74% 21.93% 12.60% 4.13% 0.67%

－ 79.88% 90.41% 92.65% 108.78% 127.79% 140.96% 145.65%
構成比
全国比較

【出典】後期高齢者医療事業年報

計
65歳以上75歳

未満の

障害認定者
75歳～79歳 80歳～84歳 85歳～89歳 90歳～94歳 95歳～99歳 100歳以上

被保険者数

構成割合

＜後期高齢者医療広域連合＞

■資格の管理

■医療費の給付（支払）

■保険料の賦課（決定）

■被保険者証の交付

■その他運営に関すること

＜市町村＞

■各種届出・申請の受付

■被保険者証の引渡し

■保険料の徴収

■広報及び窓口相談

■その他窓口業務



ウ 医療費の状況

令和２年度の高知県の後期高齢者医療費は、約 1,470 億 7,518 万円で前年度に比べて約 36

億 7,335 万円、2.4％減少しています。

一人当たりの医療費は、1,152,631 円で、前年度に比べて 31,063 円、2.6％減少していま

す。

全国平均より約 25.7％高くなっています。

○医療費の推移

○一人当たりの医療費の推移

Ⅱ2(3)ウ

年度 総額（千円） 前年度からの増

27 144,566,301 6,557,635

28 142,540,256 △ 2,026,045

29 146,435,970 3,895,714 

30 148,165,465 1,729,495

1 150,748,528 2,583,063

2 147,075,178 △ 3,673,350

（単位：千円）

前年比

104.8%

98.6%

102.7%

101.2%

101.7%

97.6%

高
知
県

年度

27

28

29

30

1

2

（単位：円）

高知県
金　額

前年度比
全　国
金　額

全国比 順位

1,184,293 104.2% 949,070 124.8% 2

1,153,981 97.4% 934,547 121.6% 2

1,171,339 101.5% 944,561 125.3% 2

1,178,054 100.6% 943,082 124.7% 2

1,183,694 100.5% 954,369 124.0% 2

1,152,631 97.4% 917,124 125.7% 1

高
知
県

【出典】後期高齢者医療事業年報

【出典】後期高齢者医療事業年報



エ 保険料の状況

保険料率は、２年ごとに見直しが行われ、一人当たりの保険料は、被保険者全員が等しく

負担する均等割額と所得に応じて負担する所得割率から構成され、個人単位で賦課されます。

令和４・５年度の高知県の保険料率は、均等割額が 55,500 円、所得割率が 10.5％で、医療

費水準が高いことから、保険料率は高くなっています。

（均等割額全国４位、所得割率全国５位）

しかし、一人当たりの所得は全国より低く、保険料の軽減を受けている方が多いことから、

平均保険料は全国を下回っています。（全国 24 位）

○保険料の推移（軽減前／軽減後）

○一人当たり所得

○保険料軽減対象者数
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均等割額（円） 順位 所得割率 順位 軽減前（円） 順位 軽減後（円） 順位

高知県 54,394 2 11.42% 1 94,537 － 64,416 20

全国平均 45,289 － 8.81% － － － 70,283 －

高知県 54,316 4 10.49% 4 92,018 － 66,774 25

全国平均 46,987 － 9.12% － － － 76,294 －

高知県 55,500 4 10.50% 5 94,040 － 68,750 24

全国平均 47,777 － 9.34% － － － 77,663 －

※厚生労働省公表数値（平均保険料額は、保険料率算定時の見込み） 　　　　　　　　

保険料率 平均保険料
年度

平成30・31年度

令和 ２ ・ ３年度

令和 ４ ・ ５年度

年度 金額（千円） 順位 全国比

高知県 583 34 67.95%

全国平均 858 － －

高知県 583 34 67.56%

全国平均 863 － －

高知県 630 33 71.19%

全国平均 885 － －

【出典】厚労省『後期高齢者医療制度被保険者実態調査報告』　※収入から各種控除を差し引く等して得られた所得（基礎控除前）

令和元年度

令和２年度

令和３年度

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、%）

年度 計 8.5割軽減 8割軽減 7.75割軽減 7割軽減 ５割軽減 ２割軽減 軽減なし

高知県 127,542 36,827 31,183 - - 14,860 10,654 34,018

割合 28.87% 24.45% - - 11.65% 8.35% 26.67%

全国計 17,899,437 3,664,478 3,671,947 - - 1,980,717 1,890,626 6,691,669

割合 20.47% 20.51% - - 11.07% 10.56% 37.38%

高知県 127,700 - - 37,569 30,373 15,609 10,997 33,152

割合 - - 29.42% 23.78% 12.22% 8.61% 25.96%

全国計 18,095,728 - - 3,782,028 3,656,218 2,104,386 2,000,612 6,552,484

割合 - - 20.90% 20.20% 11.63% 11.06% 36.21%

高知県 127,057 - - - 68,079 15,428 10,964 32,586

割合 - - - 53.58% 12.14% 8.63% 25.65%

全国計 18,145,103 - - - 7,528,160 2,123,660 2,028,517 6,464,766

割合 - - - 41.49% 11.70% 11.18% 35.63%

【出典】後期高齢者医療制度被保険者実態調査報告
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オ 財政の状況

後期高齢者医療制度の財源構成は、患者負担を除き約５割が公費により負担され、約４割

が現役世代が加入する医療保険からの後期高齢者支援金、約 1割が被保険者から徴収する保
険料で賄われています。

公費負担には、国、都道府県、市町村の定率負担を中心に財政安定のための様々なしくみ

があります。

○高知県後期高齢者医療広域連合の財政の概要

○令和２年度収支の内訳（特別会計）

Ⅱ2(3)オ

←　　５０％（公費）　　→←　５０％（保険料）　　→

　　　　　　　　　

（令和２年度決算ベース）

国調整交付金
（８．３％）
147億円

定率都道府県負担
　（８．３％）

保険料
（１１．４１％）

定率市町村負担
　　（８．３％）

支援金
(後期高齢者医療交付金)

（３８．５９％）
550億円

　定率国庫負担
（２５％）
355億円

○著しく高額な医療費による財政影響を緩和

するため、広域連合からの拠出により、１件

400万円を超えるレセプトに係る医療費の200

万円超分について、財政調整を行う。

○保険料未納リスク、給付増リスクに対応す

るため、国、都道府県、広域連合（保険料）が

１／３ずつ拠出して、都道府県に基金を設置

し、貸付等を行う。

（拠出割合　国、県、広域連合　各１／３）

■Ｒ２決算額

  　　538,813円　（運用益）

財政安定化基金

○普通調整交付金（全体の９／10）

 　広域連合間の所得格差による財政力不均衡を

調整するために交付する。

○特別調整交付金（全体の１／10）

　 災害その他特別の事情を考慮して交付する。

調整交付金（国）

○高額な医療費による財政影響を緩和する

ため、１件80万円を超えるレセプトに係る医

療費の一定部分について、国、都道府県が１

／４ずつ負担する。（国及び県が１／４ずつ

負担）

■Ｒ２決算額　772,321,129円

高額医療費に対する支援

特別高額医療費共同事業

○保険基盤安定制度（市町村１／４・県３／４）

　 低所得者等の保険料軽減

　　・均等割７・５・２割軽減

　　・被扶養者の５割軽減（資格取得後２年間分）

　　■Ｒ２決算額　2,348,170,264円

○保険料特例軽減（国）

　 低所得者等の更なる保険料軽減

　　・均等割７．７５割軽減

低所得者等の保険料軽減のための支援

■Ｒ２決算額　11,089,744,013円

高額医療費に対する支援

保険料軽減分（公費）

医療給付費等：           １，３７１億円

構成比 構成比

16.18% 0.25%

(5.99%) 98.32%

35.56% 0.00%

(10.22%) 0.05%

8.24% 0.11%

38.23% 0.42%

0.04% 0.85%

0.00%

1.60%

0.15%

100.0% 100.0%

【出典】広域連合資料

（単位：千円）

収入 支出
科目 金額 科目 金額

市 町 村 支 出 金 23,283,344 総 務 費 343,805

  (内　保険料負担金） (8,627,048) 保 険 給 付 費 136,962,317

国 庫 支 出 金 51,176,357 財 政 安 定 化 基 金 拠 出 金 0

  (内　調整交付金） (14,704,846)
特 別 高 額 医 療 費
共 同 事 業 拠 出 金 74,787

県 支 出 金 11,862,065 保 健 事 業 費 155,604

支 払 基 金 交 付 金 55,027,125 基 金 積 立 金 585,892
特 別 高 額 医 療 費

共 同 事 業 交 付 金 52,258 諸 支 出 金 1,187,048

繰 入 金 0

繰 越 金 2,307,427

財 産 収 入 ・ そ の 他 収 入 213,244

合 計 143,921,820 合 計 139,309,453


